
H21,H22 上野村橋梁点検 調査結果



　調査結果および対策工（1）

調査部位

調査結果 対策区分判定

損傷評価 対策
区分

状況写真 損傷概要及び損傷原因の推定
緊急対応,速やかに補修することが望ましい 早急な補修は必要ないが将来的に行うのが望ましい 現状維持（経過観察）

損傷種類 H21 H22 補修工法 備　　考 補修工法 備　　考 補修工法 備　　考

主桁
他鋼部材

腐食 e ─ C

防食機能の劣化 e ─ C

・塗替え塗装工

舗装ひびわれ e ─ C ・舗装打換え工

漏水 d S2 床版防水工

上
部
工

興
和
橋

舗装
床版

漏水 d ─ S2 ・床版防水工

床版

床版ひびわれ e ─ C ・床版防水工

漏水・遊離石灰 e ─ C ・ひびわれ対策工

・ひびわれ対策工

路
上

藤
沢
橋

主桁

ひびわれ e ─ C

上
部
工

損傷評価および対策区分は、「橋梁点検要領（案）平成16年（国土交通省）付録-1 損傷評価基準」および「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月（県土整備部）」に準拠し評価している。

対策区分

: 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。

漏水・遊離石灰 e ─ C ・ひびわれ対策工

洗掘 e ─ C ・根固め工

E1

基礎

乙
父
橋

工

下
部
工

横桁

橋梁構 安 性 観 、緊 対応 要 。

: その他（第三者被害等についての観点から）、緊急対応の必要がある

: 速やかに補修等を行う必要がある

: 損傷が著しく、健全度に直接問題になる損傷であり、早急に詳細調査を行った上で補修を行う必要がある

: 追跡調査（簡易点検・定期点検）により、損傷の進展を確認した上で、補修の要否検討を行う

: 維持工事で対応する必要がある

: 状況に応じて補修を行う必要がある

: 損傷が軽微で補修を行う必要がない

「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月」（県土整備部）P.52
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　調査結果および対策工（2）

調査部位

調査結果 対策区分判定

損傷評価 対策
区分

状況写真 損傷概要及び損傷原因の推定
緊急対応,速やかに補修することが望ましい 早急な補修は必要ないが将来的に行うのが望ましい 現状維持（経過観察）

損傷種類 2007 2011 補修工法 備　　考 補修工法

・ひびわれ対策工

備　　考 補修工法 備　　考

ひびわれ e ─ C

・ひびわれ対策工

漏水・遊離石灰 e ─ C ・床版防水工

洗掘 e ─ C ・根固め工

野
栗
橋

上
部
工

主桁

床版

下

腐食 e ─ C ・塗替え塗装工

防食機能の劣化 e ─ C

洗掘 e ─ C ・根固め工

主桁
他鋼部材

上
部
工

下
部
工

基礎

基礎
下
部
工

小
春
橋

損傷評価および対策区分は、「橋梁点検要領（案）平成16年（国土交通省）付録-1 損傷評価基準」および「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月（県土整備部）」に準拠し評価している。

対策区分

: 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。

漏水・遊離石灰 e ─ C ・床版防水工

・ひびわれ対策工

腐食 e ─ C ・塗替え塗装工

防食機能の劣化 e ─ C

E1

主桁
他鋼部材

床版

工

弁
天
橋

上
部
工

橋梁構 安 性 観 、緊 対応 要 。

: その他（第三者被害等についての観点から）、緊急対応の必要がある

: 速やかに補修等を行う必要がある

: 損傷が著しく、健全度に直接問題になる損傷であり、早急に詳細調査を行った上で補修を行う必要がある

: 追跡調査（簡易点検・定期点検）により、損傷の進展を確認した上で、補修の要否検討を行う

: 維持工事で対応する必要がある

: 状況に応じて補修を行う必要がある

: 損傷が軽微で補修を行う必要がない

「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月」（県土整備部）P.52
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　調査結果および対策工（3）

ひびわれ対策工

床版ひびわれ ─ e C ・床版防水工

防食機能の劣化 e ─ C

腐食 e ─ C ・塗替え塗装工

・床版防水工

・ひびわれ対策工

─ C

損傷種類 2007 2011 補修工法

床版ひびわれ e

調査部位

調査結果 対策区分判定

損傷評価 対策
区分

状況写真 損傷概要及び損傷原因の推定
緊急対応,速やかに補修することが望ましい

備　　考 補修工法

早急な補修は必要ないが将来的に行うのが望ましい 現状維持（経過観察）

備　　考 補修工法 備　　考

主桁
他鋼部材

床版

三
岐
橋

所

上
部
工

はく離 ─ d S2 ・断面修復工

・塗替え塗装工

防食機能の劣化 ─

腐食 ─ e C ・塗替え塗装工

e C

・ひびわれ対策工
所
の
沢
橋
（

フ
リ
ヤ
ド
）

上
部
工

床版

主桁
他鋼部材

所
の
沢
橋
（

川
戸
頭
）

支承

橋台

上
部
工

下
部
工

腐食 ─ e C

損傷評価および対策区分は、「橋梁点検要領（案）平成16年（国土交通省）付録-1 損傷評価基準」および「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月（県土整備部）」に準拠し評価している。

対策区分

: 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。E1

・断面修復工鉄筋露出 ─ e C

工

向
屋
橋

上
部
工

床版

腐食 e C

遊間の異常 ─

─

Ce主桁
他鋼部材

・塗替え塗装工

橋梁構 安 性 観 、緊 対応 要 。

: その他（第三者被害等についての観点から）、緊急対応の必要がある

: 速やかに補修等を行う必要がある

: 損傷が著しく、健全度に直接問題になる損傷であり、早急に詳細調査を行った上で補修を行う必要がある

: 追跡調査（簡易点検・定期点検）により、損傷の進展を確認した上で、補修の要否検討を行う

: 維持工事で対応する必要がある

: 状況に応じて補修を行う必要がある

: 損傷が軽微で補修を行う必要がない

「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月」（県土整備部）P.52
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　調査結果および対策工（4）

早急な補修は必要ないが将来的に行うのが望ましい 現状維持（経過観察）

備　　考 補修工法

調査部位

調査結果 対策区分判定

損傷評価 対策
区分

状況写真 損傷概要及び損傷原因の推定
緊急対応,速やかに補修することが望ましい

e C

損傷種類 2007 2011 補修工法 備　　考 補修工法 備　　考

八
幡
橋

上
部
工

床版

床版ひびわれ ─

・ひびわれ対策工

・床版防水工

主桁

ひびわれ ─ e C ・ひびわれ対策工

鉄筋露出 ─ e C ・断面修復工

床版

C

主桁
他鋼部材

腐食 ─ e C

e変形 ─

・塗替え塗装工

下
部
工

橋脚

はく離・鉄筋露出 ─

防食機能の劣化 ─ e C ・対傾構補強

─ e C ・ひびわれ対策工

e C ・断面修復工

主桁
（Co部材）

ひびわれ ─ e C ・断面修復工

鉄筋露出 ─ e C ・ひびわれ対策工

琴
平
橋

上
部
工

ひびわれ

工

主桁
他鋼部材

腐食 ─ e C ・塗替え塗装工

防食機能の劣化 ─ e C

下
部
工

橋台

ひびわれ ─ e C ・ひびわれ対策工

─

床版

はく離・鉄筋露出

楢
原
1
号
橋

上
部
工

e C ・床版防水工

ひびわれ ─ e C ・断面修復工

漏水・遊離石灰 ─ e C ・ひびわれ対策工

損傷評価および対策区分は、「橋梁点検要領（案）平成16年（国土交通省）付録-1 損傷評価基準」および「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月（県土整備部）」に準拠し評価している。

対策区分

: 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。

: その他（第三者被害等についての観点から）、緊急対応の必要がある

: 速やかに補修等を行う必要がある

: 損傷が著しく、健全度に直接問題になる損傷であり、早急に詳細調査を行った上で補修を行う必要がある

: 追跡調査（簡易点検・定期点検）により、損傷の進展を確認した上で、補修の要否検討を行う

: 維持工事で対応する必要がある

: 状況に応じて補修を行う必要がある

: 損傷が軽微で補修を行う必要がない

「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月」（県土整備部）P.52
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　調査結果および対策工（5）

調査部位

調査結果 対策区分判定

損傷評価 対策
区分

状況写真 損傷概要及び損傷原因の推定
緊急対応,速やかに補修することが望ましい 早急な補修は必要ないが将来的に行うのが望ましい 現状維持（経過観察）

損傷種類 2007 2011 補修工法 備　　考 補修工法

・防護柵補修工

備　　考 補修工法 備　　考

防護柵

変形 ─ e M

地覆

ひびわれ ─ c S2 ・ひびわれ対策工

漏水 ─ e C ・非排水対策工

路
上

日
影
平
橋

伸縮装置

損傷評価および対策区分は、「橋梁点検要領（案）平成16年（国土交通省）付録-1 損傷評価基準」および「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月（県土整備部）」に準拠し評価している。

対策区分

: 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある。E1 橋梁構 安 性 観 、緊 対応 要 。

: その他（第三者被害等についての観点から）、緊急対応の必要がある

: 速やかに補修等を行う必要がある

: 損傷が著しく、健全度に直接問題になる損傷であり、早急に詳細調査を行った上で補修を行う必要がある

: 追跡調査（簡易点検・定期点検）により、損傷の進展を確認した上で、補修の要否検討を行う

: 維持工事で対応する必要がある

: 状況に応じて補修を行う必要がある

: 損傷が軽微で補修を行う必要がない

「群馬県橋梁点検要領（案）【改訂版】平成23年1月」（県土整備部）P.52
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橋梁管理カルテ　様式-1
年 月 日

1.概要
(1)全橋梁数、橋長合計、橋種　注1)

橋

橋

橋

橋

2.管理における主要課題 3.橋梁の位置図

定期点検

管内における橋梁概要

6 7 7 7合計

　速やかな補修が必要な橋梁の位置図　注4)

路線名

橋長合計(m)

橋梁
番号 主要部材 その他部材

速やかな補修
橋梁名

7

5
0

252.60
0

管轄
橋種

鋼橋
PC橋
RC橋
その他全橋梁数

○1 上野2-5号線 興和橋 ○ ○ ○

2 上野1041号線 藤沢橋

○ ○

点検区分

維持
工事

専門家
点検

(1)速やかな補修(維持工事を含む)が必要な橋梁数 注3)

上野村役場

備考

群馬県

経済課

専門家点検

2
S2 B

E1 E2 S0 S2

E1 E2 C S1
─ ─ ─ ─

A M
1橋

M
7橋6橋

─ ─ ─ ─

0橋 0橋

注1)橋種別橋梁数について、多径間で複数の橋種や形式をもつ橋梁の場合、各々
　　に計上している。そのため、橋梁数と橋種別橋梁数の合計は一致しない。
注2)各橋の主要部材(桁,床版,下部構造等)のうち対策区分の緊急性の最も高いも
　　のにより分類する。
注3)「速やか」とは専門家点検の場合、対策区分がＣ又はE1、E2のものを示す。
　　職員点検・定期点検の場合、対策区分がS0又はE1、E2のものを示す。
注4)速やかな補修が必要な橋梁の位置図の( )内の番号は様式-2に示す橋梁番号
　　である。

(2)対策区分判定別橋梁数　注2)

○ ○ ○

対策区分 構造物保全率(%)

3 上野1114号線 乙父大橋 ○ ○

4 上野1-1号線 野栗橋 ○ ○ ○ ○

5 上野2-6号線 小春橋 ○

6 上野2-6号線 弁天橋 ○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

7 上野2217号線 三岐橋 ○ ○

3 19帳票更新年月日 2010



橋梁管理カルテ　様式-2
橋梁別一覧

年 月 日

○

○

○

○

○

○

○

防護柵,舗装,排
水ます,支承本体

床版防水,伸縮装
置

部位・部材区分
専門家点
検

の必要性

(4)不具合の
改良が必要
な構造

防護柵,地覆,ｱﾝ
ｶｰﾎﾞﾙﾄ,排水ます

床版防水,伸縮装
置

防護柵,舗装,地
覆,排水ます,支
承本体,排水管

床版防水

径間
数

大型車
混入率
(％)

橋種 形式
交通量
(台/12h)

1970

直近の点検履歴

職員
点検

定期
点検

専門家
点検

2010/1/12

(2)速やかな補修が必要なその他部材
(3)維持工事が
必要なその他

部材

鋼橋 鋼　2径間合成鈑桁橋1 興和橋 50.60 2 点検車S0 主桁 有 支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 有

舗装,伸縮装置,
防護柵,地覆,排
水ます,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙ
ﾄ,支承本体

床版防水,伸縮装
置

2 藤沢橋 31.00 2 鋼橋 鋼　2径間合成鈑桁橋 1969 梯子有 S2 ─ 舗装 有 2009/12/22

3 乙父大橋 47.00 3 RC橋 RC　T桁橋 1960 点検車有 S0 主桁,横桁,基礎 有 支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 有 2010/1/12

4 野栗橋 27.90 2 RC橋 RC　T桁橋 1966 梯子S0 主桁,床版,基礎 有 舗装,支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 有 2009/12/26

5 小春橋 45.30 2 鋼橋 鋼　2径間合成鈑桁橋 1974 点検車S0 主桁,基礎 有
支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ,支承
モルタル

有
防護柵,舗装,排
水ます,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

床版防水,伸縮装
置

2010/1/12

6 弁天橋 34.30 2 鋼橋 点検車S0 主桁,床版 有
支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ,伸縮
装置

有 2010/1/12鋼　2径間合成鈑桁橋 1967

1981

防護柵,地覆,舗
装,排水ます

床版防水,伸縮装
置

床版防水7 三岐橋 16.50 1 鋼橋 鋼　単純合成鈑桁橋 S0 主桁,床版 有 梯子

橋梁
番号

橋梁名
延長
(m)

専門家点
検

の必要性

完成
年度

補修等
履歴の
有無

(1)緊急性が高い対策区分の主要部材

帳票更新年月日

対策
区分

左記対策区分の
部位・部材区分

2009/12/26支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 有
防護柵,舗装,排
水ます,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

192010 3

備　考

定期点検の区分

職
員

委
託

点検
方法



橋梁管理カルテ　様式-1
年 月 日

1.概要
(1)全橋梁数、橋長合計、橋種　注1)

橋

橋

橋

橋

2.管理における主要課題 3.橋梁の位置図

3 25帳票更新年月日 2011

7 上野1215号線 日影平橋 ○ ○

○ ○ ○

○ ○

6 上野1260号線 楢原1号橋 ○

5 上野2128号線 琴平橋 ○

4 上野1041号線 八幡橋 ○ ○ ○ ○

3 上野2005号線 向屋橋 ○

注1)橋種別橋梁数について、多径間で複数の橋種や形式をもつ橋梁の場合、各々
　　に計上している。そのため、橋梁数と橋種別橋梁数の合計は一致しない。
注2)各橋の主要部材(桁,床版,下部構造等)のうち対策区分の緊急性の最も高いも
　　のにより分類する。
注3)「速やか」とは専門家点検の場合、対策区分がＣ又はE1、E2のものを示す。
　　職員点検・定期点検の場合、対策区分がS0又はE1、E2のものを示す。
注4)速やかな補修が必要な橋梁の位置図の( )内の番号は様式-2に示す橋梁番号
　　である。

(2)対策区分判定別橋梁数　注2)

○ ○ ○

対策区分 構造物保全率(%)

5橋

─ ─ ─ ─

0橋
M
7橋

A M
─ ─ ─ ─
S2 B

E1 E2 S0 S2

E1 E2 C S1
0橋 2橋

点検区分

維持
工事

専門家
点検

(1)速やかな補修(維持工事を含む)が必要な橋梁数 注3)

上野村役場

備考

群馬県

経済課

専門家点検

2

○

2 上野2037号線 所の沢橋(川戸頭)

○ ○

所の沢橋(ﾌﾘﾔﾄﾞ) ○ ○

○

管轄
橋種

鋼橋
PC橋
RC橋
その他全橋梁数 7

4
0

191.00
1

路線名

橋長合計(m)

橋梁
番号 主要部材 その他部材

速やかな補修
橋梁名

1 上野2040号線

　速やかな補修が必要な橋梁の位置図　注4)

定期点検

管内における橋梁概要

6 7 7 7合計



橋梁管理カルテ　様式-2
橋梁別一覧

年 月 日

○

○

○

○

○

○

○

252011 3

備　考

定期点検の区分

帳票更新年月日

対策
区分

左記対策区分の
部位・部材区分

職
員

委
託

点検
方法

2011/2/16
防護柵,地覆,舗
装,排水ます

伸縮装置

橋梁
番号

橋梁名
延長
(m)

専門家点
検

の必要性

完成
年度

補修等
履歴の
有無

点検車─ 支承本体 無鋼橋 鋼　鈑桁橋 1981 S2

2011/1/15鋼　鈑桁橋 1987

7 日影平橋 19.50 2

梯子S0 主桁,橋台 有 支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ,舗装 有
防護柵,地覆,舗
装,支承

伸縮装置

2011/2/16

6 楢原1号橋 27.40 1 鋼橋

点検車S0 主桁,床版,橋脚 有 支承本体 有
防護柵,地覆,支
承

床版防水,伸縮装
置

5 琴平橋 20.90 3 混合橋
鋼　鈑桁橋
RC　T桁橋

1973

点検車S0 主桁,床版 有 支承本体 有 2011/2/164 八幡橋 40.60 4 RC橋 RC　T桁橋 1974

梯子有 S0 主桁 無 支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 無 2011/1/243 向屋橋 51.10 2 鋼橋 鋼　鈑桁橋 1968

梯子有 S2 ─ 支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 有 2011/1/212 所の沢橋(川戸頭) 15.00 1 RC橋 RC　T桁橋 1966

梯子S0 主桁,床版 無 支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 無
舗装,防護柵,地
覆,排水ます,排
水管

床版防水,伸縮装
置

1 所の沢橋(ﾌﾘﾔﾄﾞ) 16.50 1 1970

直近の点検履歴

職員
点検

定期
点検

専門家
点検

2011/1/21

(2)速やかな補修が必要なその他部材(1)緊急性が高い対策区分の主要部材
径間
数

大型車
混入率
(％)

橋種 形式
交通量
(台/12h)

鋼橋 鋼　鈑桁橋

防護柵,舗装,排
水ます,支承本体

床版防水,伸縮装
置

部位・部材区分
専門家点
検

の必要性

(4)不具合の
改良が必要
な構造

防護柵,地覆,舗
装,支承

伸縮装置

防護柵,舗装,地
覆,伸縮装置,ｱﾝ
ｶｰﾎﾞﾙﾄ

伸縮装置

(3)維持工事が
必要なその他

部材


